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１．概要（Summary） 
 線虫 C. elegans は体長 1 mm ほどの生物であり、体が

透明であり生きたまま内部の状態を観察することが可能で

ある。PDMS 製の微小流路は無色透明であることから生

物試料のイメージングに適しており、線虫の研究において

も行動、神経活動の観察に頻繁に用いられている。 
 本研究では、線虫が外部環境の情報と自身の運動の情

報を統合し最適な行動を生み出す神経メカニズムを解明

するため、線虫の頭部が運動可能な状態で濃度変化の

刺激を与えることができる新たな微小流路の開発に取り

組んだ。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 高速大面積電子線描画装置、マスク・ウエーハ自動現

像装置群 
【実験方法】 
 線虫の腹部付近を固定しつつ頭部は運動可能とし、線

虫の鼻先に 2 種類の塩濃度の溶液を切り替えて触れさせ

ることが可能になるように複数種類の流路をデザイン、作

製した。 
高速大面積電子線描画装置で複数のパターンの流路を

フォトマスクに描画した。フォトレジストは SU-8 3025 を用

いて流路の高さが 30、あるいは 35 µm 前後になるように

シリコンウェハにスピンコートし、フォトマスクを露光した。 
 モールド作製後は東京大学大学院理学系研究科化学

専攻合田研究室でモールドにPDMSを流し込みレプリカ

を作製し、インレットとアウトレット用の穴を開けスライドガラ

スにプラズマ接着した。 
 流路作製後は飯野研究室において線虫の行動・神経

活動の観察を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 流路幅が最長 1200 µm となる流路内でも溶液は層流と

なり、線虫の鼻先に触れる 2 種類の溶液の切り替えに問

題はなかった。流路の高さが 35 µm 前後の場合、ほとん

どの線虫は撮影の途中で流れ出ていくこともなく 5 分ほど

の観察の間活発に動いていた。塩濃度低下を感知する神

経の活動を定量化した結果、2 種類の溶液が実際に線虫

の鼻先に交互に触れていることが確認できた。 
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 Fig. 1 An overview image and representative 
usage of fabricated microfluidic device 
 


